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研究成果の概要（和文）：本研究では、なまけ傾向尺度の標準化を行い、生物学的指標による臨床的妥当性を検証した
。共分散構造分析では、単位取得率になまけ傾向尺度の3因子が負の影響を与えていた。クラスター分析では、『先延
ばし』『無気力』因子得点が最も低いクラスターは、単位取得率及び授業の集中度が低く、情緒不安定な精神状態であ
ることが明らかになった。従って、なまけ傾向尺度は学業生活適応学生をスクリーニングできると考えられた。また、
女性の唾液中クロモグラニン濃度は抑うつ尺度の対応が確認されたため、唾液中クロモグラニンが精神状態を反映する
可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：This study engaged in the standardization of Namake tendency scale followed by 
validating its clinical validity using biological indices. A covariance analysis structure found that 
three factors from Namake tendency scale were negatively influencing the credit acquisition rate. Cluster 
analysis found that the cluster with the highest points for Procrastinative and Apathetic factors had a 
low credit acquisition rate and classroom concentration level, alongside an emotionally unstable mental 
state. Therefore, Namake tendency scale could be used for screening students who can adapt schoolwork. 
Furthermore, a correspondence between chromogranin density in women's saliva and a depression scale was 
found, suggesting that chromogranin level in saliva reflects one's psychological state.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： なまけ傾向尺度　唾液中セロトニン　学業生活不適応　唾液中クロモグラニン　前頭葉脳波　臨床心理
学　心理アセスメント

  ２版
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１．研究開始当初の背景
現代日本では、

ーター・ニートなどの青少年の無気力や
喪失感の増加が社会問題化しているといえ
る。大学では、入学当初より
し、単位が取得できずに結局休学・退学
る学生の一群が少なからず存在するが、中退
後も立ち直れず
スも多いという。そのような不適応状態の学
生の特徴として、精神的無力感や劣等感が強
く、大学での学習開始後すぐに自信を喪失し
てしまうといわれており、不安感とともに身
体的不調を呈する者も多い。従って
の学生生活不適応対象者の早期スクリーニ
ングと対策法の確立が求められている。
近年の生物学的視点では、社会的不適応の

サインを脳内物質に見る可能性が指摘され
ている。神経伝達物質セロトニンは、神経科
学・内分泌的な自己防衛現象との関連が強い
といわれている。セロトニンが関わる脳内メ
カニズムとして、
腹側部で行われる短期の報酬予測学習と、背
側部での長期時間スケールの予測学習が指
摘されている。田中
ン濃度が低くなると腹側部での学習が、高い
場合には背側部における学習がより強くな
ることを報告している。短期報酬予測タイプ
では、早い学習の結果を求めるために衝動的
なハイリスク行動が生じやすくなり、学習の
結果が失敗に終わった場合、未来のない絶望
感にとらわれるために気分はうつ状態にな
りやすい可能性が高い。従って、セロトニン
の機能不全と関連のある短期報酬学習がパ
ーソナリテ
社会常識に基づいた認知判断や行動および
感情コントロールを困難にする可能性が起
こると考えられる。逆に、長期報酬予測学習
は、将来への長期展望が可能になることから、
人格の成熟と共に習得されるべき、望ましい
学習形態であると考えられる。
 
２．研究の目的
既に作成された怠惰学習傾向測定用質問

紙「なまけ傾向評価表
化を進め、唾液中生化学物質との対応を確認
する。また、同じ唾液中生化学物質と中枢性
物質が同時に変動するかについての検証を
行う。また、
生化学物質と関連のあるなまけ傾向尺度と
の関連を確認し、今後本人フィードバックの
可能性を探索する。もし脳波バイオフィード
バックによる前頭葉機能の変化が可能であ
れば、認知
ら長期報酬学習へのシフトチェンジの可能
性がある。
 
３．研
まず、

さらに
示す基準を作成する。さらに、スクリーニン
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示す基準を作成する。さらに、スクリーニン

グされた被験者より唾液データを採取し、北
海道医療大学にて分析を行う。すでに冷凍保
存してあるセロトニン分析済みの被験者の
サンプルを先に分析する予定である。さらに、
唾液データと心理
したスクリーニングテストを完成する。
前頭葉活動である脳波と唾液中生化学物質
と関連のあるなまけ傾向尺度が、関連がある
のかを確認し、今後本人フィードバックおよ
び脳
機能がなまけ傾向の改善に効果
否か
 

４．研究成果
本研究では、「なまけ傾向尺度」の標準化

を行い
質が中枢性の同物質を反映するかの検証に
ついて、女性における唾液中クロモグラニン
濃度と心理的抑うつ尺度の対応
たことから、中枢性物質と同時に活性化する
可能性が示された。前頭葉脳波と唾液中物質
の関連及び、高なまけ傾向者に対する脳波バ
イオフィードバックについて、現在実験検証
を行っている。
 

(1)なまけ傾向尺度の標準化について
 「なまけ傾向尺度」
する
での
が高いほど
が困難な結果につながることが明らかにな
った。また、
向尺度の
傾向と正の相関、誠実性との負の相関が
かになった
未成熟人格及び不適応状態を反映している
と考えられる。つまり「なまけ傾向」得点が
高い者は精神的健康度が低下して
人格の成熟度や健康管理能力にも問題があ
る可能性が
て、「なまけ傾向尺度」は、
実態を反映するための有効な尺度であ
とを実証するものと考えられ
まけ傾向尺度」が高い学生は、精神的健康度
が低く、問題回避や依存傾向が高く、また内
的無力感、外的無力感を抱きがちであるとい
う認知面の特徴が現れ、それらは
POMS
下度とも関連していると推測される。
 
５．主な発表論文
（研究代表者、研究分担者
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本研究では、「なまけ傾向尺度」の標準化

を行い、臨床的妥当性を検証した。唾液中物
質が中枢性の同物質を反映するかの検証に
ついて、女性における唾液中クロモグラニン
濃度と心理的抑うつ尺度の対応
たことから、中枢性物質と同時に活性化する
可能性が示された。前頭葉脳波と唾液中物質
の関連及び、高なまけ傾向者に対する脳波バ
イオフィードバックについて、現在実験検証
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った。また、なまけ傾向はパーソナリティ傾
向尺度の NEO Five Factor Inventory
傾向と正の相関、誠実性との負の相関が
かになった。これは、「なまけ傾向尺度」が
未成熟人格及び不適応状態を反映している
と考えられる。つまり「なまけ傾向」得点が
高い者は精神的健康度が低下して
人格の成熟度や健康管理能力にも問題があ
る可能性があることが明らかになった。従っ
て、「なまけ傾向尺度」は、

態を反映するための有効な尺度であ
とを実証するものと考えられ
まけ傾向尺度」が高い学生は、精神的健康度
が低く、問題回避や依存傾向が高く、また内
的無力感、外的無力感を抱きがちであるとい
う認知面の特徴が現れ、それらは
POMS で測定された精神的健康度や気分の低
下度とも関連していると推測される。
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単位取得率を目的変数とした共分散構造
分析の結果では、単位取得率には無気力因子
からのパス係数( p<.01)，先延ばし因子からも
パス係数が認められた( p<.001)。快楽因子か
らは単位取得率へのパスは認められず、先延
ばし因子へのパス(p<.001)を通じて間接的な
影響を与えていた（図 1）。 
「なまけ傾向尺度」3 因子は、単位取得行

動に関しては相互に関連しあい、3 因子が示
す心的傾向が習慣化していくと、授業出席行
動や単位取得意欲が低下していくという悪
循環に陥ることが推測される。 

 
(2)なまけ傾向の臨床的妥当性について 
「なまけ傾向尺度」の各因子が、学業生活

全般におけるどの側面での関与があるかに
ついて確認した。まず『快楽因子』について
は BIS-BAS,SSS との直接の関連が確認され
なかった。『先延ばし因子』は、授業への出
席行動の決定に強い影響力を持ち、出席した
としても授業集中を阻害していることが明
らかになった。学期トータルの単位取得状況
には、「なまけ傾向尺度」より BIS-BAS や SSS
のパーソナリティ傾向の影響力が強いこと
が明らかになったため、「なまけ傾向尺度」
は日常的な学生生活の状況を反映している
が、学期毎の長期的な結果としてはパーソナ
リティ尺度の測定が有効かもしれないと考
えられた。その理由としては、「なまけ傾向
尺度」は、大学生活で培われた日常習慣とよ
く関連する心的傾向であり、環境依存の要素
が強く、環境変化により変動する心理的要素
であることが推測される。また、「学校生活
満足度」と「なまけ」傾向尺度及び各因子と
GHQ28 合計得点の間には、正の相関が確認さ
れた（各々、p＜.01）。「学校生活満足度」と
「なまけ傾向尺度」及び全因子との間には負
の相関が確認された（各々、p＜.01）。 

 
(3)唾液中生化学物質と中枢系物質との関連
について 

POMS の TA(緊張)、D(抑うつ)、C(混乱)、
及び TMD(ネガティブな気分の合計点)の得
点はストレス負荷実験直前に比べ実験後に
は有意に上昇していた。(各々, p<0.05）。実験
終了 5 分後の唾液中セロトニン濃度は、実験
直前に比べ有意に増加していた（p<0.05）。ま
た、実験直前と実験終了 5 分後の唾液中セロ
トニン濃度の差は、実験後の POMS の D 得点
と負の相関が認められた(p<0.05)。そのため、
実験前後の唾液中セロトニン濃度の変化は
POMS のうつ的気分と対応していると考えら
れ、精神状態を示す生物学的妥当性となる可
能性がある。一方で、実験後の唾液中セロト
ニン濃度の増加については、中枢系セロトニ
ンで推測される傾向とは異なる結果となっ
た。今後、十分な検討の必要がある。 

 
(4)メンタルストレステストにおける前頭葉
脳波及び唾液中生化学物質について 

メンタルストレステスト施行の結果、女性
において、課題前の α波は課題前の POMS の
TA（緊張－不安）得点との間に負の相関、課
題直後の α波は課題前の POMS の A-H（怒り
－敵意）得点との間に負の相関、TMD（ネガ
ティブな気分）得点との間に負の相関が認め
られた(各々、p<.05)。また、課題直後の θ波
は、課題前の POMS の A-H（怒り－敵意）得
点との間に正の相関、TMD（ネガティブな気
分合計）得点との間に正の相関が認められた
(各々、p<.05,  p<.01)。回復期後の α2 波は、
課題後の POMS の TA（緊張－不安）得点と
の間に正の相関、C（混乱）得点との間に正
の相関が認められた(各々、p<.05,  p<.01)。
以上の結果からは、課題による心的疲労が脳
波に反映した可能性が考えられた。 
全被験者のうち、課題前後での α波が増加

したのは 8 名、減少したのは 8 名、変化なし
が 3 名であったそのため α波増減の 2 群での
分析を行うことにした。α 波増加群では、課
題前の唾液中セロトニン濃度が課題後及び
回復期後で増加した。ただし有意差は認めら
れなかった。また、α2波増加群では、課題前
のセロトニン濃度と課題後の POMS 疲労得
点との間に正の相関が認められた。α 波減少
群では、3 回の唾液中セロトニン濃度の変動
はほとんど認められなかったが、課題後の唾
液中セロトニン濃度と課題後の POMS の怒
り-敵意得点との間に正の相関が認められた
(p<.05)。α2波減少群では課題前に比べ課題後
の POMS の TA(緊張‐不安)得点、D(抑うつ)
得点、は有意に増加し、TMD(ネガティブな
気分の合計得点)については、有意傾向での増
加が認められた(p<.05)。 
しかし、被験者全体では唾液中セロトニン

と POMS,脳波相互の相関は認められなかっ
た。 

 
(5)なまけ傾向尺度による学業不適応学生の
スクリーニングの可能性 
大学生 325 名に対し、「なまけ傾向尺度」（橋

本，2014）及び学業生活に関する質問 16 項
目を施行し、「なまけ傾向尺度」の『先延ば
し』『無気力』因子をもとにクラスター分析
を行い、4 クラスター(第 1 クラスター53 名、
第 2クラスター172名、第 3クラスター84名、
第 4 クラスター16 名)を得た。『先延ばし』『無
気力』因子の最も低い第 2 クラスターでは、
ほぼ学業生活に問題がなかったのに比べ、
『先延ばし』『無気力』因子がそれぞれ最も
高い第 4 クラスターでは、最も単位取得率が
低く、授業の集中度が低く、情緒不安定な傾
向が最も高い結果となった(全て，p<.05)。従
って、「なまけ傾向尺度」の『先延ばし』『無
気力』因子により学業生活適応度が推定でき
ると考えられた。 
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